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令和３年農畜産物生産販売状況について 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高山市農畜産物生産販売状況（金額は税込） 

 合計 対前年
比率 

うち耕種 うち畜産 参考 

令和 3年 229億9千万円 104.7％ 130億0千万円 99億 9千万円 過去 3位の販売額 

令和 2年 219億6千万円 97.4％ 129億9千万円 89億 7千万円 過去 6位の販売額 

平成 31年 225億5千万円 98.8％ 121億9千万円 103億6千万円 過去 5位の販売額 

（主な品目ごとの内訳） 

 ほうれん草 トマト 水稲 肉用牛 

令和 3年 42億 9千万円 37億 0千万円 13億 9千万円 66億 7千万円 

令和 2年 42億 7千万円 34億 8千万円 15億 9千万円 58億 4千万円 

平成 31年 40億 6千万円 30億 0千万円 16億 0千万円 68億 4千万円 
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課長           水橋 靖 

係名   農業振興係 

係長 高山 緑   

連絡先   電話（直通 0577-35-3141） 

（内線 2222） 

令和３年１月から令和３年１２月の農畜産物生産販売状況については約２２９億円（対前

年比約１０４％）となりました。 

耕種部門は約１３０億円（対前年比約１００％）となり、主な品目ではほうれん草が約 

４２億円、トマトは約３７億円、水稲が約１３億円となっています。 

前年に対して増減した主な要因としましては、主要品目であるほうれん草とトマトにおい

て出荷数量が順調であり販売単価も堅調に推移しました。一方で水稲においては新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けた前年産米が全国的な過剰在庫となり、米買入価格が下落した

ことから販売額が減少しました。 

畜産部門は約９９億円（対前年比約１１１％）となりました。主な品目では、肉用牛にお

いて新型コロナウイルス感染症の影響を受けて前年３月から６月にかけて低迷していた枝

肉販売価格が回復するとともに、子牛と養豚の販売価格が上昇したことから販売額が前年を

上回りました。 

 
記者会見資料② 



令和３年１月から令和３年１２月　高山市農畜産物生産販売状況（農政部調べ）

R2実績

生産販売額 対前年比 生産販売額

水稲 139,567万円 87.8% 159,049万円

野菜共同出荷 878,232万円 103.8% 845,958万円

　　ほうれん草 429,224万円 100.4% 427,577万円

　　夏秋トマト 370,683万円 106.4% 348,367万円

　　その他野菜等 78,325万円 111.9% 70,014万円

高山地方市場出荷 96,770万円 91.8% 105,396万円

朝市、直売所 59,009万円 92.0% 64,170万円

果樹（リンゴ、モモ他） 80,991万円 93.4% 86,742万円

花卉（ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ､菊、ﾊﾞﾗ他） 5,046万円 111.9% 4,508万円

シイタケ 29,410万円 127.9% 22,988万円

地域特産物（宿儺かぼちゃ、そば他） 11,055万円 101.9% 10,853万円

耕種小計 1,300,080万円 100.0% 1,299,664万円

肉用牛（肉牛、子牛） 667,925万円 114.3% 584,400万円

　　肉　牛 513,775万円 113.6% 452,151万円

　　子　牛 154,150万円 116.6% 132,249万円

酪農（生乳他） 112,327万円 100.1% 112,260万円

養豚（肉豚、種豚） 214,625万円 115.8% 185,296万円

養鶏（採卵他） 5,025万円 33.9% 14,829万円

畜産小計 999,902万円 111.5% 896,785万円

2,299,982万円 104.7% 2,196,449万円総合計

農畜産物生産販売額　２２９億９９８２万円　　（対前年比 10億3533万円増（104.7％））

部　　門
R3実績
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